
令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か

ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

３

前
条
の
登
録
は
、
登
録
消
火
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

消
火
講
習
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

消
火
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

（
準
用
）

第
八
十
三
条
の
十
九

前
節
（
第
八
十
三
条
の
二
及
び
第
八
十
三
条
の
三
を
除
く
。）の
規
定
は
、
第
八
十
三
条
の
十

七
の
登
録
、
消
火
講
習
、
登
録
消
火
講
習
機
関
及
び
消
火
講
習
事
務
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
八
十
三
条
の
四
中
「
前
条
第
三
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
三
条
の
十
八
第
三
項
第
二
号
」
と
、
第
八

十
三
条
の
五
第
二
項
中
「
第
八
十
三
条
の
二
及
び
第
八
十
三
条
の
三
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
三
条
の
十
七
及
び

第
八
十
三
条
の
十
八
」
と
、
第
八
十
三
条
の
七
中
「
登
録
生
存
講
習
事
務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
消
火
講
習

事
務
規
程
」
と
、
第
八
十
三
条
の
十
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
三
条
の
十
八

第
一
項
各
号
」
と
、
第
八
十
三
条
の
十
三
第
一
号
中
「
第
八
十
三
条
の
三
第
二
項
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八

十
三
条
の
十
八
第
二
項
第
一
号
」
と
、
第
八
十
三
条
の
十
六
第
一
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
節
（
第

八
十
三
条
の
二
及
び
第
八
十
三
条
の
三
を
除
く
。）並
び
に
次
条
及
び
第
八
十
三
条
の
十
八
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
百
条
の
六
第
三
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
号
ま
で
、
第
二
十
五
号
か
ら
第
二
十
九
号
ま
で
、
第
三
十
二
号
及
び

第
三
十
三
号
」
を
「
第
二
十
三
号
ま
で
、
第
二
十
七
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
、
第
三
十
四
号
及
び
第
三
十
五
号
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
百
条
の
十
九
第
一
項
中
「
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書

（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
、
第
百
条

の
二
十
六
第
二
項
第
四
号
及
び
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
る
。

第
百
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
い
る
者
」
の
下
に
「
又
は
航
海
当
直
部
員
適
任
証
書
を
受
有
す
る
者
」
を
加
え
、

同
条
第
二
項
中
「
を
す
る
。」を
「
を
し
、
又
は
航
海
当
直
部
員
適
任
証
書
を
交
付
す
る
。」に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
抹
消
さ
れ
」
の
下
に
「
、
又
は
航
海
当
直
部
員
適
任
証
書
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
」
を
、「
の
証
印
」
の
下
に
「
又
は

同
項
の
規
定
に
よ
る
航
海
当
直
部
員
適
任
証
書
の
交
付
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
い
る
者
」
の
下
に
「
又
は
航

海
当
直
部
員
適
任
証
書
を
受
有
す
る
者
」
を
加
え
、「
抹
消
す
る
」
を
「
抹
消
し
、
又
は
航
海
当
直
部
員
適
任
証
書
の

返
納
を
命
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
規
定
に
よ
る
証
印
」
を
「
証
印
及
び
航

海
当
直
部
員
適
任
証
書
」
に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
い
る
者
」
の
下
に
「
又
は
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
適
任
証
書
を
受
有
す
る
者
」
を

加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
を
す
る
」
を
「
を
し
、
又
は
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
適
任
証
書
を
交
付
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
及
び
前
項
に
規
定
す
る
証
印
」
を「
並
び
に
前
項
の
証
印
及
び
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
適
任
証
書
」

に
改
め
る
。

第
百
十
七
条
の
四
第
一
項
中
「
い
る
者
」
の
下
に
「
又
は
特
定
海
域
運
航
責
任
者
適
任
証
書
を
受
有
す
る
者
」
を

加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
を
す
る
」
を
「
を
し
、
又
は
特
定
海
域
運
航
責
任
者
適
任
証
書
を
交
付
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
及
び
前
項
に
規
定
す
る
証
印
」
を「
並
び
に
前
項
の
証
印
及
び
特
定
海
域
運
航
責
任
者
適
任
証
書
」

に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
船
舶
」
と
い
う
。）で
」
を
「
）
で
あ
つ
て
」
に
改

め
、「
も
の
」
の
下
に「（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
外
国
船
舶
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
当
該
外
国
船
舶
の
乗
組
員
の

労
働
条
件
等
が
二
千
六
年
の
海
上
の
労
働
に
関
す
る
条
約
に
定
め
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
及
び
当
該
外

国
船
舶
の
乗
組
員
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全
て
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
要
件
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

当
該
外
国
船
舶
が
漁
ろ
う
に
従
事
す
る
船
舶
以
外
の
船
舶
で
あ
る
場
合

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
要

件イ

当
該
外
国
船
舶
の
乗
組
員
の
労
働
条
件
等
が
二
千
六
年
の
海
上
の
労
働
に
関
す
る
条
約
に
定
め
る
要
件
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

当
該
外
国
船
舶
の
乗
組
員
が
船
員
条
約
に
定
め
る
航
海
当
直
の
基
準
に
従
つ
た
航
海
当
直
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
。

第
八
章
の
三

快
適
な
海
上
労
働
環
境
の
形
成
の
た
め
の
措
置

（
船
舶
所
有
者
の
講
ず
る
措
置
）

第
八
十
三
条
の
二
十

船
舶
所
有
者
は
、
船
内
に
お
け
る
安
全
及
び
衛
生
の
水
準
並
び
に
休
息
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
継
続
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
海
上
労
働
環
境
（
船
内
に
お

け
る
職
場
環
境
並
び
に
船
員
室
の
居
住
環
境
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
環
境
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）を
形
成
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
当
該
船
舶
の
航
行
区
域
、
航
路
そ
の
他
の
航
海
の
期
間
及
び
態
様
を
勘
案
す
る
も
の

と
す
る
。

一

係
船
の
自
動
化
そ
の
他
の
船
内
作
業
の
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の
措
置

二

船
員
室
の
新
設
、
増
設
又
は
拡
大

三

船
員
室
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

四

浴
槽
そ
の
他
の
船
内
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
る
船
員
の
疲
労
を
回
復
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
の
設

置
又
は
整
備

五

空
気
調
和
設
備
の
作
動
状
態
の
確
認
そ
の
他
の
海
上
労
働
環
境
を
快
適
な
状
態
に
維
持
管
理
す
る
た
め
の
措

置
六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
快
適
な
海
上
労
働
環
境
を
形
成
す
る
た
め
必
要
な
措
置

（
快
適
な
海
上
労
働
環
境
の
形
成
の
た
め
の
指
針
の
公
表
等
）

第
八
十
三
条
の
二
十
一

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
に
規
定
す
る
措
置
に
関
し
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図

る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
指
針
に
従
い
、
船
舶
所
有
者
又
は
そ
の
団
体
に
対
し
、
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
十
五
条
第
三
項
中
「
そ
の
者
の
船
員
手
帳
に
」
を
削
る
。

第
百
条
の
三
第
一
項
第
六
号
中
「
第
五
十
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
条
第
四
項
本
文
」
に
、「
よ
り
、」を
「
よ
り
」

に
、「
記
載
さ
れ
て
」
を
「
記
載
さ
れ
、
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
船
員
に
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
書

面
が
交
付
さ
れ
て
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
四
号
を
同
項
第
三
十
六
号
と
し
、
同
項
第
三
十
三
号
中
「
第
十
八
条
」

の
下
に「（
第
四
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
二
十
三
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
三
十
五
号
と
し
、
同
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
第
十
八
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
二
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
七
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
八

第
八
十
一
条
の
二
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
船
員
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
規

定
に
規
定
す
る
基
本
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
九

第
八
十
一
条
の
三
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
八
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）及
び
第
八
十
一
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
、
船
員
に
第
八
十
一
条
の
三
第
三
項
各
号
に
定
め
る
実

技
講
習
（
第
八
十
一
条
の
五
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
船
員
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
講
習
で
あ
つ

て
船
員
条
約
又
は
漁
船
員
条
約
の
締
約
国
が
認
め
た
も
の
を
含
む
。）を
受
け
さ
せ
て
い
る
こ
と
。
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